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近年ガンマ線バーストの観測では、high redshift (z > 10)でも非常に沢山起きていることがわかってきた。本
研究では BATSEの観測結果と Yonetoku et al.(2004)で導出された高度関数と相対的な event rate関数を用い
て、ガンマ線バーストのイベント数の絶対的な見積りを行なった。
近年のWMAPの宇宙再電離の観測により、星形成史は z > 17 でも起きていることがわかっている。ガンマ線
バーストが大質量星による爆発が原因であれば、当然そのような high-z領域でのガンマ線が多く起きていることが
考えられる。そこで我々はガンマ線バーストが high-zのどこまで起きているかをZmaxとして、また jet-luminosity

と jet-opening angleの z 依存性をパラメーターとしてふることにより、いくつかのモデルでの対比を行なった。
本研究では、簡単な質量関数の議論や、ガンマ線バーストと極超新星爆発の関連性についても言及を行なう。
また、SWIFTによる観測可能性も示す。


